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一般的な短期・長期予測法

規則波中の応答
(応答関数)

短期海象中の応答
(応答スペクトル)

Hs/Tz 3.5 4.5 5.5 6.5 7.5 8.5 9.5 10.5 11.5 12.5 13.5 14.5 15.5 16.5 17.5 18.5

0.5 1.3 133.7 865.6 1186 634.2 186.3 36.9 5.6 0.7 0.1 0 0 0 0 0 0

1.5 0 29.3 986 4976 7738 5570 2376 703.5 160.7 30.5 5.1 0.8 0.1 0 0 0

2.5 0 2.2 197.5 2159 6230 7450 4860 2066 644.5 160.2 33.7 6.3 1.1 0.2 0 0

3.5 0 0.2 34.9 695.5 3227 5675 5099 2838 1114 337.7 84.3 18.2 3.5 0.6 0.1 0

4.5 0 0 6 196.1 1354 3289 3858 2686 1275 455.1 130.9 31.9 6.9 1.3 0.2 0

5.5 0 0 1 51 498.4 1603 2373 2008 1126 463.6 150.9 41 9.7 2.1 0.4 0.1

6.5 0 0 0.2 12.6 167 690.3 1258 1269 825.9 386.8 140.8 42.2 10.9 2.5 0.5 0.1

7.5 0 0 0 3 52.1 270.1 594.4 703.2 524.9 276.7 111.7 36.7 10.2 2.5 0.6 0.1

8.5 0 0 0 0.7 15.4 97.9 255.9 350.6 296.9 174.6 77.6 27.7 8.4 2.2 0.5 0.1

9.5 0 0 0 0.2 4.3 33.2 101.9 159.9 152.2 99.2 48.3 18.7 6.1 1.7 0.4 0.1

10.5 0 0 0 0 1.2 10.7 37.9 67.5 71.7 51.5 27.3 11.4 4 1.2 0.3 0.1

11.5 0 0 0 0 0.3 3.3 13.3 26.6 31.4 24.7 14.2 6.4 2.4 0.7 0.2 0.1

12.5 0 0 0 0 0.1 1 4.4 9.9 12.8 11 6.8 3.3 1.3 0.4 0.1 0

13.5 0 0 0 0 0 0.3 1.4 3.5 5 4.6 3.1 1.6 0.7 0.2 0.1 0

14.5 0 0 0 0 0 0.1 0.4 1.2 1.8 1.8 1.3 0.7 0.3 0.1 0 0

15.5 0 0 0 0 0 0 0.1 0.4 0.6 0.7 0.5 0.3 0.1 0.1 0 0

16.5 0 0 0 0 0 0 0 0.1 0.2 0.2 0.2 0.1 0.1 0 0 0

平均波周期𝑇𝑧 [s]

有
義
波
高
𝐻𝑠

超過確率𝑄𝐴

𝑄10−8

波浪発現頻度表波スペクトル
𝛷𝜁

𝜔
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一般的な短期・長期予測法

規則波中の応答
(応答関数)

短期海象中の応答
(応答スペクトル)

(波スペクトル)

𝛷𝜁𝜁

𝜔

応答関数 2

𝐴

𝜔

(応答スペクトル)

𝛷𝑎𝑎

𝜔

× =

✓規則波中の応答を重ね合わせて不規則波中の応答を表現

✓線形の応答(=重ね合わせが可能な応答)にしか適用できないため
非線形応答(Mises応力等)はこれまで便宜的な処置がとられていた

等価設計波による評価
応力成分の長期予測をベースに評価
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非線形統計予測法

✓線形応答の極値分布 = Rayleigh分布

-4

-3

-2

-1

0

1

2

3

4

x(
t)
/σ

x

t-4

-3

-2

-1

0

1

2

3

4

0 5 10 15 20 25 30

x(
t)
/σ

x

t

例：x方向応力

𝑄𝑋 𝑥 = exp −
𝑥2

2𝜎𝑋
2

✓Mises応力の極値分布 = ??分布
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非線形統計予測法

✓Mises応力の極値分布の計算式 [Madsen 1985]

𝑄𝑍 𝑧 = 𝑇𝑧𝑧න
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積分計算が不要なように簡易化※

※Matsui. S., Practical Estimation Method for Extreme Value Distribution of von Mises Stress

in Ship Structure, JMST, 2022 (under review)
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DLSA-Basic Projection機能による

Mises応力の長期予測値[kPa]

Mises応力長期予測値のマッピング

Mises応力の最悪海象の波向き[deg]
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DLSA-Basic Projection機能による

Mises応力の長期予測値[kPa]

Mises応力長期予測値のマッピング

Mises応力の最悪海象の波向き[deg]

Mises応力の長期予測値が
180MPa以上になる要素のみ表示

表示要素の
閾値設定機能

→高応力要素の支配的な波条件など
容易に確認可能に
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DLSA-Basic Projection 操作デモ
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Mises応力の長期予測値
従来法と新提案手法の比較

両結果の比 = (従来法)/(新手法(厳密))

→ これまでの応力成分の長期予測計算に基づいた便宜的な評価法では
2割程度過大or過小評価する可能性がある

→ 今回のVer.UPでより理に適った降伏強度評価が可能に

比のヒストグラム
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非線形統計予測機能 まとめ

◼ Mises応力の統計予測の簡易法を新たに提案し、
DLSA-Basicシステムに実装

◼ 従来より理論的に正確な降伏強度評価が可能に

◼ 構造要素マッピング機能と合わせ、支配海象の特定を
含め、強力な設計支援ツールに

◼ 今後、座屈応力指標などにも適用予定
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海技研クラウドアプリ ”NMRIW-Lite Web” 紹介
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海技研クラウドアプリ ”NMRIW-Lite Web” の紹介

波浪 運動・荷重解析 強度評価
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海技研クラウド
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海技研クラウドとは

海技研クラウドは、

海事・海洋分野のオープンイノベーションを加速させる

ことを目的したプラットフォームとして、クラウド技術を

活用した高度で利便性・拡張性の高いソリューションを

産業界に提供することを目的としたクラウドサービス。



データの流れ

サービスユーザーソリューションプロバイダデータベースプラットフォーム
ユーザー/プロバイダ
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海技研クラウドとは

日本で唯一の海事総合研究所の強みを生かし、
個別サービスを統合したDXソリューション
プラットフォームとしてのサービスを提供
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海技研クラウドポータルサイト

スマホ向けサイト表示

https://cloud.nmri.go.jp/portal/pub/top

2021年度~ 稼働
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NMRIW-Lite Webの紹介 (3月中公開予定)

船体の断面形状および船首尾プロファイルの入力画面

✓基本はデスクトップ版と同機能(運動、加速度 、断面力、水圧)

✓Webブラウザ上でどこからでも簡単に操作可能、PCスペック不問
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NMRIW-Lite Webの紹介 (3月中公開予定)

入力船体データから計算される各種情報

✓基本はデスクトップ版と同機能(運動、加速度 、断面力、水圧)

✓Webブラウザ上でどこからでも簡単に操作可能、PCスペック不問
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NMRIW-Lite Webの紹介 (3月中公開予定)

結果表示の例
斜め向波中の６自由度運動 全波向きの水平曲げモーメント

垂直曲げモーメントの船長方向分布 指定した４点の垂直加速度の時系列

✓基本はデスクトップ版と同機能(運動、加速度 、断面力、水圧)

✓Webブラウザ上でどこからでも簡単に操作可能、PCスペック不問
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NMRIW-Lite Webの紹介 (3月中公開予定)

長期予測計算結果の例

✓基本はデスクトップ版と同機能(運動、加速度 、断面力、水圧)

✓Webブラウザ上でどこからでも簡単に操作可能、PCスペック不問
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NMRIW-Lite Webの紹介 (3月中公開予定)

ストリップ法アニメーション

3Dパネル法アニメーション

ストリップ法
3Dパネル法

→ 同一のインターフェースで
ソルバーを選択可能

✓基本はデスクトップ版と同機能(運動、加速度 、断面力、水圧)

✓Webブラウザ上でどこからでも簡単に操作可能、PCスペック不問



NMRIW-Lite Webの紹介 (3月中公開予定)
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NMRIW-Lite Webの紹介 (3月中公開予定)

＜料金表＞

期間 ストリップ法 3Dパネル法 ストリップ法 &
3Dパネル法

6か月 ¥110,000 ¥150,000 ¥210,000

12か月 ¥150,000 ¥200,000 ¥280,000

✓今後さらなる機能拡張、他アプリとの連携機能も予定!

• 主要目のみから等価船型を自動生成する機能
• 波浪データベース(GLOBUS)との連携
• CFD(海技研NAGISA)との連携

(サブスクリプション形式)

✓基本はデスクトップ版と同機能(運動、加速度 、断面力、水圧)

✓Webブラウザ上でどこからでも簡単に操作可能、PCスペック不問
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ご清聴ありがとうございました


